
高等学校【数 学】正解・解答例 

 

１ 

（１） Ａ 不名誉    Ｂ 勤務時間   Ｃ 任命権者 

（２） ウ       （３） ③ 

（４） ① イ   ② エ   ③ ア   ④ サ   ⑤ コ 

 

 配点：各２点×１０                         ２０点 

 

２ 

（１） θ＝
π

2
 、

7

6
π ≦  θ ≦

11

6
π （完答） 

（２） ① 162.5 ② 164.1 （完答） 

（３） a＜ − 4  （４） 
2

3
 

（５） ① t ≧ 2    

    ② x = 1 −log
2
3 、 log

2
3 − 1  

（６） ① ２  ② 
4

5
  ③ 

2

5
 

 

 配点：（１）〜（４）各１０点×４、（５）・（６）各５点×６          ７０点 

 

３ 

（１） OP
⃗⃗⃗⃗ 

=
3

10
a
 ⃗
+

1

5
b
 ⃗
+  

1

3
c
 ⃗
 

 

（２） 

  点 Qは直線 OP 上にあるから OQ
⃗⃗⃗⃗ 

= kOP
⃗⃗⃗⃗ 

 （ k は実数）とすると 

   OQ
⃗⃗⃗⃗ 

=
3

10
ka
 ⃗
+

1

5
kb
 ⃗
+

1

3
kc
 ⃗
 

   点 Qは平面 ABC 上にあるから 

   
3

10
k +

1

5
k +

1

3
k = 1 

  これを解いて k =
6

5
 

  よって OQ
⃗⃗⃗⃗ 

=
9

25
a
 ⃗
+

6

25
b
 ⃗
+

2

5
c
 ⃗
 

 

        



（３） 

  点 R は直線 AQ 上にあるから AR
⃗⃗⃗⃗ 

= 𝑙 AQ
⃗⃗⃗⃗  ⃗

 （ 𝑙 は実数）とすると 

   OR
⃗⃗⃗⃗ 

− OA
⃗⃗⃗⃗ 

= 𝑙(OQ
⃗⃗⃗⃗ 

− OA
⃗⃗⃗⃗ 

) 

   OR
⃗⃗⃗⃗ 

= (1 − 𝑙)OA
⃗⃗⃗⃗ 

+ 𝑙OQ
⃗⃗⃗⃗ 
 

      = (1−
16

25
𝑙)a

 ⃗
+

6

25
𝑙b
 ⃗
+

2

5
𝑙c
 ⃗
 

  点 R は平面 OBC 上にあるから 

   1 −
16

25
𝑙 = 0 

  これを解いて 𝑙 =
25

16
 

  よって OR
⃗⃗⃗⃗ 

=
3

8
b
 ⃗
+

5

8
c
 ⃗
 

  これより BR ∶  RC = 5 ∶  3 

  また   AQ ∶  QR = 16 ∶  9   

  （2）より OP ∶  PQ = 5 ∶  1 

  四面体 PQRC の体積を S 、四面体 OABC の体積を T とすると 

   S =
3

8
×

9

25
×

1

6
× T 

      =
9

400
T 

  よって 四面体 PQRC の体積は四面体 OABC の体積の 
9

400
 倍 

 

 配点：（１）１０点、（２）・（３）各１５点×２               ４０点 

 

４ 

（１） 

  直線 𝑙 の方程式は y = m(x + 2) 

  直線 𝑙 と放物線 C が異なる2点で交わるとき 

   x
2
− 3 = m(x + 2) 

        が異なる2つの実数解を持つ。 

   x
2
− mx − 2m − 3 = 0 の判別式を D とすると D > 0 

   D = (−m)2 − 4(−2m− 3) 

             = m
2
+ 8m + 12 

             = (m+ 2)(m+ 6) > 0 

     よって m < −6 、−2 < m 

 

 



（２） 

  点 P、Q の x 座標を α 、 β とすると 

   α 、 β は方程式 x
2
− mx − 2m − 3 = 0 の解であるから 

  解と係数の関係より 

   α+β = m 

       点 M の x 座標は x =
α+β

2
=

m

2
 …① 

                   y 座標は y =
m(α+2)+m(β+2)

2
=

m(α+β)+4m

2
=

m
2
+4m

2
 …② 

  ①より m = 2x 

  ②に代入して y =
(2x)2+8x

2
= 2x

2
+ 4x 

 （1）より 2x < −6 、−2 < 2x であるから 

 求める軌跡は 

 放物線 y = 2x
2
+ 4x の x < −3 、−1 < x の部分 

 

 配点：各１５点×２                            ３０点

     

５ 

（１） 
1

2
θ +

1

4
sin 2θ+ C  、

1

12
sin 3θ +

3

4
sin θ + C 

 

（２） 

  x = 2(θ −sinθ) 、y = 2(1−cosθ) より 

  曲線上の θ = 
3

2
π に対応する点Ａの座標は（ 3π+2 ，2 ） 

  x と y を θ で微分すると 

   
𝑑𝑥

𝑑𝜃
＝2(1−cosθ) 

   
𝑑𝑦

𝑑𝜃
= 2 sin θ 

  であるから 

   
𝑑𝑦

𝑑𝑥
 = 

sinθ

1−cosθ
 

  これより、曲線上の θ = 
3

2
π に対応する点Ａにおける接線 𝑙 の傾きは −１ である。 

  よって 求める接線 𝑙 の方程式は 

   y − 2 = −{x − (3π + 2)} 

   y = −x + 3π + 4   



（３） 

   V ＝
4π✕2

3
 − ∫ π

4π

3π+2
y
2
dx 

  ここで x = 2(θ −sinθ)より、
dx

dθ
＝2(1−cosθ)  

   x と θ の対応は下のようになる。 

 x  3π+2 → 4π 

 

θ 
 
3

2
π → 2π 

  また 
3

2
π＝α 、2π＝β とする。 

∫  y
24π

3π+2
dx ＝∫ 4

β

α
(1 −cosθ)

2
× 2(1 −cosθ)dθ 

   ＝8∫ (1 − cosθ)3
β

α
 dθ 

   ＝8∫ (1 − 3 cosθ + 3 cos
2
θ − cos

3
θ)

β

α
 dθ 

   ＝8 [θ − 3 sinθ +
3

2
θ +

3

4
sin 2θ −

1

12
sin 3θ −

3

4
sinθ ]

α

β

 

   ＝8 [
5

2
θ −

15

4
sinθ +

3

4
sin 2θ −

1

12
sin 3θ]

α

β

  

   ＝10π −
88

3
 

  よって 求める体積 V は 

    V ＝
8

3
π  −π (10π −

88

3
) 

   ＝32π − 10π
2
 

 

 配点：（１）各５点×２、（２）・（３）各１５点×２              ４０点 

 


